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グローバルメディアスタディーズ学部グローバルメディア学科３年 

礒﨑智聖 

GK9141 

 

駒澤大学 交換留学 

アメリカ合衆国 アーカンソーテック大学 

留学報告書 

 

 10 か月間ととても短い間だったが、充実した内容の濃い経験をたくさんすることがで

き、大切な 1 年間となった。学習面と生活面の 2 つの項目に 1 年間をまとめたいと思う。 

 

学習面 

Fall2010 と Spring2011、二つの学期を合わせて、私は 38 単位取得した。Fall2010 では、Art

学部の Two-Dimension Design, Computer/ Information science 学部 Web Publishing I, English 学

部の English as Second Language, Journalism 学部の Basic Photography と Broadcast Practicum

の 5 教科を履修した。そして、Spring2011 では 6 つの授業を履修した。Art 学部の

Introduction to ceramics, Computer/ Information science 学部の Web publishing II, Journalism 学

部の Television news production と Broadcast practicum, Japanese 学部の Intermediate 

Japanese II,  Wellness science 学部の PHYS wellness/ Fitness である。どれも、駒澤大学では履

修できないような授業を中心に選択した。 
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Fall2010 

Two-Dimension Design： 

 Adobe のフォトショップとイラストレーターのソフトを利用して、グラフィックデザイ

ンの基礎を学びました。全部で 7つのプロジェクトをやり、それが先生に評価され、作品

を１つ学内で展示される Student Show のコンテストに応募する機会を得た。 

Web Publishing I: 

 主にウェッブサイトを構成するタグ、サイトをデザインする CSS の作成を学んだ。この

授業で私が特に力を入れたのは CSS の作成である。CSS を使う事によってひとつのサイト

をまとめてデザインすることができるのをこの授業で知り、サイトをデザインする楽しみ

を学んだ。最終プロジェクトとして、ひとつのウェッブサイトを作り上げた。 

English as Second Language: 

 この授業では、ELIの語学授業を卒業した、英語を第二外国語とする生徒を対象にし、

エッセイの書く方法を学ぶ。3種類以上のエッセイをテキストに沿い学び、最終的に３つ

のエッセイを書きあげる。 

 Basic Photography: 

 フィルムカメラを主に取り扱い、カメラの仕組みを学んでいく。カメラの仕組みを理解

した上で、暗室に入り、撮った写真を現像する。この授業を通して、私は、今までデジカ

メのオート機能を利用していたが、カメラの基礎の仕組みから理解することができ、マニ

ュアル操作が可能になった。また、暗室に入り、現像する方法を学び、写真を撮る楽しみ

を改めて学んだ。 

Broadcast Practicum: 

 テック大学が持っている放送局から、生徒たちで作った番組を放送する。放送する過程

で、番組制作と、生徒間でコミュニケーションをとり、協調性をつけていく。お互いの力

を合わせてひとつのモノを作り上げていくこの授業で私は協力すること、コミュニケーシ

ョンのやり取りの大切さを学びました。 
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テックＴＶ局内 

 

Spring2011 

Introduction to ceramics： 

 この授業では、陶芸品について学び、陶芸品を作成して行く。この授業の先生は日本の

陶芸品に興味があり、日本語で挨拶をしてくださったり、大震災が起きた時クラス内で日

本に何ができるかの話し合いをさせてくださったり、とても親身になって講義してくださ

った。 

 初めにろくろを使用し、陶芸品を作成する。半分くらいからハンドビルディングで作成

する。作った陶芸品は窯で素焼きし、そのあとグレーズしまた焼き上げる。合計 40 作品

ほど作成した。 
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Web publishing II： 

 このクラスは Fall2010 で受講した Web Publishing I の上のレベルのクラスであり、主に

アドビソフトウェアを取扱い、ウェブサイトのコンテンツ作成方法を学ぶ。使用したソフ

トウェアは、Dreamweaver, Firework, Flash である。私は Fall2010 に履修した Two-Dimension 

Design のクラスで Photoshop と Illustrator の使用方法を学び、知っていたので、それらの

ソフトウェアを駆使し、満足できるウェブサイトを作成することができた。先生も作成し

たウェブサイトに対してＡ評価を下さった。  
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作成した flash ムービーの一つ 

 

Television news production： 

 この授業では、アーカンソーテック大学が持つ放送局のニュースで流すコンテンツを作

成する授業である。学内または、ラッセルビル内のローカルニュースを探し、取材し、撮

ったビデオを編集しコンテンツを作成するのである。授業時間外での活動も多かったが、

グループで協力し、話し合い、ひとつのモノを作成する楽しみがあった。作成したコンテ

ンツはどのグループよりも多く、8 つのコンテンツを作成した。どの作品もＡ評価をもら

う事が出来た。 
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Broadcast practicum： 

 この授業は Fall2010 でも履修したものと同じで、大学が持っている放送局から、生徒た

ちで作った番組を放送する実技授業である。どの番組も生放送であり、学期ごとに工夫を

凝らし、新しくしていく。ジャーナリズム学部の生徒は毎学期この授業を履修することが

でき、最高 8単位まで取得可能である。（1学期 1単位） 

 Spring2011 では一個上のレベルの月曜ニュースの番組を担当した。番組作成のカメラス

イッチャーの役職をやった。番組内いつどのカメラにスイッチするか、コマーシャルを入

れるかの選択を任されたのである。番組は生放送なので、次は何を流す、その次はときめ

細やかにコミュニケーションをする必要があり、前学期でも実感したが、コミュニケーシ

ョンの大切さをより強く感じました。 

 

 

Intermediate Japanese II： 

 11 月に行われたインターナショナルウィークで学校の公式イベントであるέрлƳƛƴǳǘŜ 

ǘƻǳǊ ǘƻ WŀǇŀƴέで日本の教育についてプレゼンテーションをした。それを機に小学校などで

日本についてのプレゼンテーションを頼まれるようになった。それからだんだんと、日本

に興味がある外国人に興味を持つようになり、アメリカの大学ではどのように日本語が教

えられているか興味があったので、好奇心でこの授業を履修した。履修したら、日本語が

上手でとても大学から習い始めたとは思えなかった。勉強熱心な所、疑問に感じたら授業

内容関係無く質問する所、日本の大学とは違う雰囲気を肌で味わった。 
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 また、この授業内では、日本人である私は講師側にまわることも多々あった。日本での

行事の説明や、文化的なものなどを英語で説明することは困難であったが、英語を学べる

上に、自国の事を学び、改めて認識する大切な機会となった。この授業をきっかけにもっ

と日本の事を他国に紹介したいとい思うようになった。 

 

 

PHYS wellness/ Fitness： 

 この授業では、体をどう健康的に保つか、どのように生活に運動を取り入れるべきを学

ぶ。そして実技の面では学んだ事を生かし、大学が持つフィットネスセンターで運動する。

授業外での活動も記録しなくてはいけなく、計画性が重視される。 

 私は渡米した当初からフィットネスセンターが一学期 10 ドルで使用できるので高い頻

度で利用していた。友人に高頻度で行っているならば、授業を取り、体の動かし方を専門

的に学ぶといいというアドバイスを受け、この授業を履修した。授業内容は実技より講義

内容の方が長く、新しく得る知識は多く、授業外活動で取りえたものが多い。個人的に先

生が話すのが早く講義のスライドが早いので、リッスニングと英語でノートを取る力がつ

いたと思う。 
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 アメリカで履修した授業はどれも、駒澤では経験できないモノ、そして興味のあるモノ

を中心に選択した。実技的なモノが多く、興味のある分野を専門的に学ぶ事ができて良か

った。また、日本語のクラスを切掛けに日本の事をもっと知ってほしいと強く思うように

なったうえに、日本語を教える楽しさを学んだ。向こうで知り合った友達も私を切掛けに

日本を知るようになり、日本語をいくつか覚えてくれた。一時期日本語、日本食ブームが

グループ内で起ったこともあった。もっと日本の事を知りたい、学びたいそして他国に伝

えられる人になりたいと強く感じた。そう感じるようになったもう一つのきっかけとして、

日本が東北大震災にみまわれた時、現地にいる日本人と協力し、義援金集めの活動をした

事である。私はＰＲの役職を受け持ち、メディアを利用し、活動を伝えた。アメリカのメ

ディアはローカルに徹しているモノが多く、地元の新聞社 2 社から取材を受け、私が活動

しているテックＴＶでも活動を放送した。活動期間中は一眼レフ、ビデオカメラなどの機

材を持ち歩き、活動を記録した。支援してくれた人たちを撮ることと、その人達の笑顔を

被災地に届けたいと思ったからだ。活動終了後、報告を兼ねて、Web publishing II や習っ

た事柄を駆使し、ウェブサイトを作成した。 

http://atujsa.web.fc2.com/index2.html 

 動画も作成し、YouTube に載せた。終了後もなお、義援金は募り、最終的に$6,418.70 ま

でいき、活動は大成功だった。皆が一体になり、日本を助けたい、日本について伝えたい

http://atujsa.web.fc2.com/index2.html
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と思ったからである。 

 渡米し、一層自分は日本人であることを改めて実感し、日本について伝えたい、教えた

いと思うようになった。そして一方的に伝えるだけではなく、反応を見て、研究したいと

思った。例えば、日本の食べ物で寿司が向こうの文化で受け入れられた時、向こうの食材、

現地の人の好みで日本の寿司はカラフルに変化し、使う食材もチーズやアボカドなどに変

化した。このように、伝えたあと、どのようにその文化に受け入れられるかを見てみたい、

研究したいと感じるようになった。 

 

生活面 

日常生活：  

 私は大学寮の一つ、Turner に暮らしている。2人部屋で、バスルームはフロアの人々と

シェアするコミュニティー型である。キッチンはついていない。普段の食事は寮に暮らす

人は必ず購買する Meal Plan に入っているため、カフェ、コンビニとファーストフードが

並ぶ Docが使用していた。プランによって、使用できる金額、回数がきまっている。外食

が多い場合は、回数を少なめにするといい。私の場合は、外食が多かったため、一番回数

と金額が少ない Plan E である。 

 大学近くにおいしいレストランが多数あり、楽しむことができる。現地の人だと車で行

く所でも、歩きでもいける距離なので、散歩がてらに開拓してみると面白い。 

 キャンパス内はセキュリティーが巡回しているため、安心して生活できる。しかし、夜

遅くなると、女の子一人歩きはよくないとされて、必ず一人で歩くなと言われている。  
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 日常品や、食料を手に入れるには、大型スーパーの Wal-mart がある。毎週水曜日に

Wal-martへの送迎バスがインターナショナルスチューデントのために出ている。私は水

曜日に授業が入っていたため、そのシャトルバスを使用することは困難なため、友人に頼

んで、車で行っていた。 

  

 平日は主に授業外活動に時間を費やしたり、授業の勉強、宿題をするため、図書館には

アドビソフトウェアが完備されているので、図書館にいたりした。週末はイベントが盛ん

に開催されたり、友人と出かけたり、充実した生活を送ることができた。 

 また、アーカンソーは自然が多く、あらゆる自然をめぐり、写真を撮ってまわった。 
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長期休暇：  

 11月にはサンクスギビングブレイクという感謝祭のため、1週間ぐらい休みがある。そ

の間、インターナショナルスチューデントは寮にステイすることは出来るが、大学はクロ

ーズになるので、友人と旅行したり、友人宅にホームスティーしたりしに行くことを勧め

る。 

私は友人 4人で、4州回るロードトリップをした。その中でホワイトサンズ、セドナ、

グランドキャニオンに行った。5日間で 6000 マイルの距離を移動し、大変だったが、と

ても壮大な景色を見ることができた。アメリカに来たら是非見に行くことをお勧めする。 
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 春休みには、コルラドに行き、スノーボードをした。この旅行は教会がインターナショ

ナルスチューデントのために企画したもので、私の他にインド人、中国人、ネパール人が

参加し、国際色豊かな旅行だった。キッチン付きの部屋に宿泊し、夕飯はみんなで協力し

ご飯を作った。 

その他：  

 日本語を教える事が好きだったので、ボランティア活動として、小学 4年生の子に日本

語を 1週間に 1回教えていた。小学 4年生なので使う英語も少し違う、理解していても、

説明する難しさを毎回苦労しながらも、5カ月間毎週金曜日教え続けた。大変だったが、

とてもやりがいがあり、貴重な経験になった。 

 

 自分の興味のある分野を発見し、それを元に活動することができた 1年間だった。自国

日本を意識他文化の中でどのように伝えていくか、理解してもらうか考え、意識するよう
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になり、説明できなかった部分、知らなかった事柄を知ろうと思った。帰国して、後期の

授業まで時間がある今、日本について学ぼうと考えている。貴重な経験をさせて頂き、あ

りがとうございました。 


